
社会性昆虫 

 ①ミツバチ、②アリなどの昆虫は、コロニーと呼ばれる大きな個体

群がお互いに分業して生活しており、③社会的昆虫とも呼ばれる。こ

れらの昆虫の特徴は、生殖を行う雌は女王と呼ばれるごく少数の個

体に限られ、それ以外の④ワーカーと呼ばれる個体が生殖以外の仕

事を行う。 

血縁度と包括適応度 

 ヘルパーやワーカーたちの行動は生物学的に有利であるのだろう

か。親が、生殖可能な年齢まで育てた子の数を①適応度と呼び、血縁

関係のある他の個体（いわゆる親戚）が、生殖可能な年齢まで育てた

子の数を②包括適応度と呼ぶ。②包括適応度は、①適応度に③血縁度

を掛けた値（をそれぞれの親戚について足し合わせたもの）として計

算できる。ここでいう③血縁度とは、２つの個体間で特定の対立遺伝

子を共にもつ確率として定義され、親子間では④２分の１であり、兄

弟間では⑤２分の１である。すなわち、ヘルパーやワーカーたちの行

動は、適応度だけでは説明できないが、包括適応度を高めることが出

来るため、個体群全体で言えば合理的な行動と言える。 
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